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大学合格者数

平成２5年度 大学合格者数
大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数 大　学　名 合格者数

北海道大　　　
弘前大　　　　
秋田大　　　　
筑波大　　　　
千葉大　　　　
東京海洋大　　
お茶の水女子大
東京大　　　　
東京外大　　　
東京工業大　　
東京農工大　　
一橋大　　　　
横浜国立大　　
富山大　　　　
金沢大　　　　
福井大　　　　
山梨大　　　　
信州大　　　　
岐阜大　　　　
静岡大　　　　
愛知教育大　　
名古屋大　　　
名古屋工大　　
三重大　　　　
滋賀医大　　　
京都大　　　　
大阪大　　　　
大阪教育大　　
神戸大　　　　
奈良女子大　　
島根大　　　　
岡山大　　　　
広島大　　　　
山口大　　　　
香川大　　　　
高知大　　　　
九州大　　　　
長崎大
高崎経大　　　
首都大東京　　
福井県立大　　
岐阜県立看護大
岐阜薬大　　　
静岡県立大　　
愛知県立大　　

名古屋市立大　
滋賀県立大　　
京都府立大　　
大阪市立大　　
大阪府立大　　
神戸市外大　　
九州歯大　　　
自治医大　　　
東京国際大　　
青山学院大　　
学習院大　　　
北里大　　　　
慶応大　　　　
工学院大　　　
国学院大　　　
国際基督教大　
芝浦工大　　　
順天堂大　　　
上智大　　　　
昭和大　　　　
成蹊大　　　　
専修大　　　　
多摩美大　　　
中央大　　　　
津田塾大　　　
東海大　　　　
東京医大　　　
東京家政大　　
東京電機大　　
東京農大　　　
東京理大
東洋大　　　　
日本大　　　　
日本女子大　　
法政大　　　　
武蔵野美大　　
明治大　　　　
明治薬大　　　
立教大　　　　
早稲田大　　　
神奈川大　　　
金沢工大　　　
朝日大　　　　
岐阜聖徳学園大
中京学院大　　

岐阜医療科学大
愛知大　　　　
愛知医大　　　
愛知学院大　　
愛知淑徳大　　
金城学院大　　
椙山女学園大　
中京大　　　　
中部大　　　　
豊田工大　　　
名古屋外大　　
名古屋学院大　
南山大　　　　
藤田保健衛生大
名城大　　　　
鈴鹿医療科学大
四日市看護医大
長浜バイオ大　
京都外大　　　
京都女子大　　
京都薬大　　　
同志社大　　　
同志社女子大　
立命館大
大阪学院大　　
大阪薬大　　　
関西大　　　　
関西医大　　　
関西外大　　　
近畿大　　　　
関西学院大　　
甲南大　　　　
岡山理大　　　
川崎医大　　　
福岡大　　　　
防衛医科大学校
国立看護大学校
防衛大学校　　
岐阜市立女子短
南山大短大部　
川崎医療短　　
岐阜市立看護専
留学

4
1
1
1
2
1
3
11
4
3
1
2
4
3
5
2
3
2
47
6
1
34
9
1
1
27
12
2
5
1
2
1
2
2
1
1
2
3
1
2
1
3
16
1
1

14
1
3
3
1
2
1
1
1
6
2
6
34
1
1
3
10
2
6
1
1
1
1
21
7
1
1
1
1
5
43
1
2
2
13
1
36
1
7
44
1
2
2
11
1

3
7
7
4
4
7
2
15
6
6
4
3
109
16
50
1
1
1
1
3
4
91
2
120
1
1
17
1
4
7
9
1
3
1
1
2
1
1
1
1
1
1
1

※浪人生を含む
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校歌

応
　 

援
　 

団
　 

々
　 

歌

凱
　
　
旋
　
　 

歌

一
、  
金
華
城
頭
月
冴
え
て

蓋
世
の
英
雄
信
長
の

二
、  

鳴
呼
熱
血
児
信
長
の

あ
り
し
昔
を
偲
び
て
は

三
、  

熱
血
受
け
し
一
千
の

桜
の
香
り
身
に
沁
み
て

四
、  

悲
壮
の
風
の
吹
き
荒
び

校
の
徽
章
の
桜
花

五
、  

熱
血
な
る
敵
の
迫
る
と
も

破
邪
の
剣
を
ぬ
き
立
て
ば

六
、  

敵
に
鬼
神
の
勇
あ
る
も

我
に
は
紅
き
血
潮
あ
り

七
、  

さ
は
あ
れ
心
せ
同
胞
の

桜
の
花
の
散
る
あ
ら
ば

八
、  

誘
う
嵐
に
散
ら
さ
れ
ず

朝
日
に
匂
ふ
桜
花

万
象
す
べ
て
沈
黙
な
り

雄
図
の
跡
に
苔
む
し
む

覇
業
は
夢
と
消
え
果
て
ど

健
児
無
量
の
想
ひ
あ
り

心
一
つ
の
健
児
等
が

根
城
構
え
て
百
三
十
余
年

混
濁
の
波
逆
巻
け
ど

身
も
て
護
る
健
児
団

寄
せ
来
る
仇
は
多
く
と
も

竜
車
に
向
う
螳
螂
ぞ

仇
に
天
魔
の
計
る
る
も

カ
ラ
く
れ
な
ゐ
を
見
ず
や
君

香
り
は
永
き
百
三
十
余
年

散
る
そ
の
下
に
死
な
ん
哉

尽
く
せ
し
心
の
現
は
れ
て

そ
の
花
の
下
に
我
れ
立
た
ん

一
、  

泰
山
厲
と
消
ゆ
る
と
も

誓
っ
て
桑
梓
に
見
え
じ
と

二
、  

さ
れ
ど
見
よ
見
よ
今
は
こ
れ

姿
を
変
え
て
悠
々
と

我
が
身
に
功
な
か
り
せ
ば

出
で
し
華
陽
の
健
男
児

身
に
大
功
の
光
そ
へ

我
が
丈
丈
夫
は
帰
り
来
ぬ

が
い

せ

せ
ま

つ
る
ぎ

は
ら
か
ら

ば
ん
し
ょ
う

し
じ
　
ま

ゆ
う
　
と

さ
か
　
ま

あ
だ

あ
だ

り
ゅ
う
し
ゃ

と
う
ろ
う

か
な

た
い
ざ
ん
れ
い

そ
う
し

ま
み

い
さ
お
し

け
ん
だ
ん
じ

ま
す
ら
お
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岐阜県民の歌

岐阜県民の歌
（昭和30年4月1日制定）

作　詞　永繩　半助

作編曲　服部　　正

一
、  

み
ど
り
を
そ
め
て
　
朝
の
日
が

高
い
梢
に
　
ゆ
れ
て
い
る

嶺
か
ら
嶺
へ
　
小
鳥
も
よ
ん
で

岐
阜
は
木
の
国
　
山
の
国

伸
び
る
希
望
を
　
う
た
お
う
よ

二
、  

つ
ゞ
く
平
野
の
　
雲
遠
く

虹
の
七
い
ろ
　
も
え
て
い
る

村
か
ら
街
へ
　
生
気
に
映
え
て

岐
阜
は
野
の
国
　
幸
の
国

力
む
す
ん
で
　
は
ご
も
う
よ

三
、  

名
所
史
蹟
に
　
風
か
お
り

華
も
も
み
じ
も
　
鵜
か
が
り
も

か
が
や
く
文
化
に
　
色
そ
え
な
が
ら

岐
阜
は
詩
の
国
　
水
の
国

は
ず
む
心
で
　
進
も
う
よ

爽やかに流れて

み
ね

な
な

こ
ず
え

き
ぼ
う

せ
い
き

は



hitokoto Message 運営委員・ひとこと集

総務部財務部

松野
雅俊（

昭和４
５年卒

）

まあ、
しかし

、なん
ですな

、昔話
をする

のにd
ecad

eよ

りcen
tury持

ち出し
た方が

相応し
いよう

なこと
で。

小椋圭吾（昭和４５年卒）
年末より家族が交通事故の被害者

になり、同窓会の仕事を充分にこな

せなくて申し訳ありません。

内藤　曜（昭和５５年卒）
昨年の学年同窓会は幹事として、『皆様に楽しん
でいただけるか？』心中ドッキ・ドッキでした。しかし、
すぐに各テーブルで盛り上がって、笑顔がこぼれて
いるお姿を拝見し『開催して良かった！』と実感しまし
た。五十を過ぎたのに、気持ちは高校時代に戻って
いましたね。また、皆様の最高の笑顔を拝見させて
下さい！掛替えのない高校時代＝青春を共有した
皆様へお願いです。

小木曾和夫（昭和4５年卒）
これまでは、10年に一度の総会でし
たが、これからはできるだけ出席したい
と思っています。息ある限り。高井博文（昭和４５年卒）忠節橋がいつも混んでいて、よく遅刻し

ました。西野町のバス停から学校までよく
走ったものです。

小林美
穂（平成

２年卒
）

運営委
員の仕

事は、友
人との

久しぶり
の再会

と、

高校時
代、話し

たことの
なかった

同級生
との会

話

があり、
とても間

に合わ
ない私

でしたが
、楽しか

っ

たです
。高校時

代の思
いでは

、桜のバ
ッジと旧

体

育館。高
校生の

時にも
っと勉

強してお
けばよ

かっ

たと今
頃、反省

してます
。

亀山
　弘（

昭和５
５年卒

）

同窓
会総
会の運

営は大
変な仕

事です
。た

だ、同
級生
や学
年を越

えた交
流や
ネット

ワーク
ができ

、お金
では得

ること
ができ

ない

貴重
な財
産を得

たよう
な気が

します
。この

つなが
りを今

後も大
切にし

ていき
たいし

、

岐阜
高校
卒業
生の活

躍や母
校の発

展を

願って
います

。

加藤純大（平成２年卒）高校時代は、ただ鬱 と々過ごした日々でした。卒業

後は誇りを感じるよりはむしろ、母校を遠ざけて過ご

してきました。岐阜に帰り３年、SNSで広がる岐高

同級生の輪。彼らの活躍や人柄に触れ、感じさせら

れた岐高の凄さ。改めて岐阜高校と関わりたく同窓

会委員に。そして諸先輩方の活躍を知り、更なる岐

高の誉れを知りました。卒業生としてようやく誇りを

感じています。この度の皆さまのご協力に感謝申し

上げます。

162

 



hitokoto Message 運営委員・ひとこと集

総務部財務部

松野
雅俊（

昭和４
５年卒

）

まあ、
しかし

、なん
ですな

、昔話
をする

のにd
ecad

eよ

りcen
tury持

ち出し
た方が

相応し
いよう

なこと
で。

小椋圭吾（昭和４５年卒）
年末より家族が交通事故の被害者

になり、同窓会の仕事を充分にこな

せなくて申し訳ありません。

内藤　曜（昭和５５年卒）
昨年の学年同窓会は幹事として、『皆様に楽しん
でいただけるか？』心中ドッキ・ドッキでした。しかし、
すぐに各テーブルで盛り上がって、笑顔がこぼれて
いるお姿を拝見し『開催して良かった！』と実感しまし
た。五十を過ぎたのに、気持ちは高校時代に戻って
いましたね。また、皆様の最高の笑顔を拝見させて
下さい！掛替えのない高校時代＝青春を共有した
皆様へお願いです。

小木曾和夫（昭和4５年卒）
これまでは、10年に一度の総会でし
たが、これからはできるだけ出席したい
と思っています。息ある限り。高井博文（昭和４５年卒）忠節橋がいつも混んでいて、よく遅刻し

ました。西野町のバス停から学校までよく
走ったものです。

小林美
穂（平成

２年卒
）

運営委
員の仕

事は、友
人との

久しぶり
の再会

と、

高校時
代、話し

たことの
なかった

同級生
との会

話

があり、
とても間

に合わ
ない私

でしたが
、楽しか

っ

たです
。高校時

代の思
いでは

、桜のバ
ッジと旧

体

育館。高
校生の

時にも
っと勉

強してお
けばよ

かっ

たと今
頃、反省

してます
。

亀山
　弘（

昭和５
５年卒

）

同窓
会総
会の運

営は大
変な仕

事です
。た

だ、同
級生
や学
年を越

えた交
流や
ネット

ワーク
ができ

、お金
では得

ること
ができ

ない

貴重
な財
産を得

たよう
な気が

します
。この

つなが
りを今

後も大
切にし

ていき
たいし

、

岐阜
高校
卒業
生の活

躍や母
校の発

展を

願って
います

。

加藤純大（平成２年卒）高校時代は、ただ鬱 と々過ごした日々でした。卒業

後は誇りを感じるよりはむしろ、母校を遠ざけて過ご

してきました。岐阜に帰り３年、SNSで広がる岐高

同級生の輪。彼らの活躍や人柄に触れ、感じさせら

れた岐高の凄さ。改めて岐阜高校と関わりたく同窓

会委員に。そして諸先輩方の活躍を知り、更なる岐

高の誉れを知りました。卒業生としてようやく誇りを

感じています。この度の皆さまのご協力に感謝申し

上げます。
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hitokoto Message 運営委員・ひとこと集

会場部

山下 玲子（昭和４５年卒）６０歳を越え、鬼籍に入った同級生
もいて、限られた人生、これから充実
した日 を々過ごしたい。久しぶりに多
くの同級生に会えてよかった。

須田 敦子（昭和4５年卒）
18歳のころ、これからの自分の人生がどのような展
開していくか、一抹の期待と不安をもって卒業式、
友と別れたことを覚えています。「仕事と家庭」の両
立を自分なりに充実して終え、さてこれからの人生
に対して再び一抹の期待と不安を感じるこのごろ
です。再び親しき友と感動を共有して豊かな生活を
送りたいと思っています。

篠田 俊彦（昭和5５年卒）
私は現在、高校で国語の教員をしています。この世
界にも岐高OB会があり、卒業後何十年も経っても
変わらぬ愛校心の強さに感嘆させられます。今回、
再び同級生の皆様と交流できることを、心から楽し
く思っております。

笠原 千嗣（平成２年卒）
卒業後20年それぞれ歩んできた道は違えども、「岐高」
級友と再会したとたん時間が戻った。岐阜はのんびりだ
が「サリン事件・9.11テロ・大震災」いろいろあった。社
会人、人生の折り返しの時期にこの場で集えたことの
意味は大きい。頼れる友をみて「外見」「文化・教養」「コ
ミュニケーション能力」、出遅れは否めない。こんな時代、
しっかり平和な世界を祈りつつ、また10年後成長？して
いるだろう自分にも期待。

松井 康司（昭和5５年卒）
会場部の手伝いをしています。高校生の頃はクラ
スも異なり、ほとんど話すこともなかった同級生と
30年以上の時を経て、昔話をしながら時間を共有
していることが不思議でもあり嬉しくもあります。同
窓会当日に多くの懐かしい顔に出会えるのを楽し
みにしています。

中西 謙司（昭和5５年卒）
在校当時は忙しくて、語り合うことも少なかった同
窓生。卒業より30年を経て再会するのは、ほとんど
初対面同様なのに、すぐに打ち解けて語り合えるこ
とに感動した。同窓生はこれからの人生の大きな財
産だと思う。大切にしたい。

田代 陽子（昭和4５年卒）
最近の趣味は、神社仏閣巡り。そこで家
族の健康と、世界の平和を祈念します。
「見学」ではなく、祈りの場所であることを
改めて思います。

岩田 　仁（昭和5５年卒）
微力ながら、会場係として同窓会の運営
に関わらせていただきました。ほとんどの同
窓生は卒業以来顔を合わせておらず、旧
交を温めることができました。今後ともよろ
しくお願いします。

井上 尚美（平成２年卒）
卒業してからもずっとぎふにいますが、な
かなかお会いする機会がないので、同窓
会楽しみにしています。

飯沼 宣樹（昭和5５年卒）今回、同窓会総会運営委員会に関わらせて頂き、自分の周

りに岐阜高校卒業の方が意外と多くいることが分かり、心強

く思うとともに、自分たちも在学中には先輩の方々に温かく

見守られていたことを知り、改めて感謝の気持ちがわいてき

ます。自分たちが在学中は「百有余年の歴史」でありました

が、今年は創立140年とのことで、時が経つ速さに驚くととも

に、このように同窓生間の絆が深い岐阜高校で学べたこと

を誇りに思います。

川村 真理（平成２年卒）
昨年の同窓会での２３年ぶりの校歌斉唱は、歌詞の一言一
言が心に沁み、岐高の力強さ・志の高さを改めて感じさせて
くれました。この日から始まった、本日の同窓会の準備活動に
おいても、同級生や諸先輩方に同様の力強さ・志の高さを
感じることが多々ありました。また皆が「百折不撓」の四文字
を心に秘めて、卒業後の人生を送ってきたことも知りました。
心地よい刺激を受け続けたこの１年。素敵な出会いと再会
に感謝しています。

鈴木 紀子（平成２年卒）

卒業してから早二十数年。勉強、テニス、友との語らいに明

け暮れていたあの頃を懐かしく思い出します。幹事年として今

回携わらせて頂いたことをきっかけに、卒業以来会っていな

かった多くの仲間と再び繋がることができました。苦楽を共に

した友人達の存在のありがたさを感じ、感謝すると共に、この

ご縁を今後も大切にしていきたいと思っています。総会では

更に多くの仲間、諸先輩方 と々繋がることができるのを楽し

みにしています。

東松 直美（平成２年卒）
この度、岐阜高校の同窓会のお手伝いを微力ながらさせて頂いて
います。高校時代の事は色鮮やかに思い出せるのに、もう20年以
上もたっている事に愕然としています。当時はスマホもSNSもありま
せんでしたが、現在はフェイスブックの様なSNSで再び岐阜高校の
同窓生の皆さんと縁が出来、同窓会のお手伝いが出来ました。各界
で活躍中の同窓生の皆さんから刺激を受けられる同窓会を楽しみに
しております。

渡辺 祐子（平成２年卒）
在学中は、部活動に勤しんだ訳でも学業に心血注いだ訳で
もなく、のんびり過ごしていた私ですか、岐高での財産はひと
えに、バイタリティにあふれ、自分の知らない世界や考え方を
持ち、あこがれるべき人柄の、多くの友人知己を得られたこと
だと思っています。同窓会を通じて、邂逅の機縁をいただける
ことがまた、日常生活の活力にもなり、あらためて岐高の底力
に、感謝！

祖父江 和子（昭和4５年卒）
ヨガのインストラクターをやっています。呼吸法が
とても大切になります。あのころ、このころ振り返
り、一呼吸。とても大切な時間です。

足立 政治（平成２年卒）
岐高時代は良き恩師に良き友と過ごした楽しい３年
間でした。こうして同窓会の仕事を手伝わせてもらうと
母校の偉大さをあらためて感じます。これからも同窓の
絆を大切にしたいです。よろしくお願いします。

幸脇 直人（昭和４５年卒）
コッカのために明け暮れ学んだ結果
が、これです。

アトラクション担当
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山下 玲子（昭和４５年卒）６０歳を越え、鬼籍に入った同級生
もいて、限られた人生、これから充実
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松井 康司（昭和5５年卒）
会場部の手伝いをしています。高校生の頃はクラ
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く思うとともに、自分たちも在学中には先輩の方々に温かく

見守られていたことを知り、改めて感謝の気持ちがわいてき
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回携わらせて頂いたことをきっかけに、卒業以来会っていな

かった多くの仲間と再び繋がることができました。苦楽を共に
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で活躍中の同窓生の皆さんから刺激を受けられる同窓会を楽しみに
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えに、バイタリティにあふれ、自分の知らない世界や考え方を
持ち、あこがれるべき人柄の、多くの友人知己を得られたこと
だと思っています。同窓会を通じて、邂逅の機縁をいただける
ことがまた、日常生活の活力にもなり、あらためて岐高の底力
に、感謝！

祖父江 和子（昭和4５年卒）
ヨガのインストラクターをやっています。呼吸法が
とても大切になります。あのころ、このころ振り返
り、一呼吸。とても大切な時間です。

足立 政治（平成２年卒）
岐高時代は良き恩師に良き友と過ごした楽しい３年
間でした。こうして同窓会の仕事を手伝わせてもらうと
母校の偉大さをあらためて感じます。これからも同窓の
絆を大切にしたいです。よろしくお願いします。

幸脇 直人（昭和４５年卒）
コッカのために明け暮れ学んだ結果
が、これです。
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広告部

市川 明子（昭和4５年卒）
私は運営委員会の中で最高学年という事でか、広

告部として銀行通帳を預りましたが、この原稿を書

く時点では、まだなにもしておりません。ここに至るこ

とができたのは、伊藤事務局長を始めとし、５５年卒

の方々のご尽力の賜物です。素晴らしい後輩たち

がいっぱいいて、日本は安泰です!

安田 章男（昭和5５年卒）
思い起こせば、10年前の総会会報に「世界で活躍する

OB」として台湾から寄稿。永らくの海外勤務を終え4年

前帰国し、10年後の今回、縁有って今度は同窓会総

会の運営委員として活動に参加。久し振りに歴史ある

岐阜高校の卒業生であることを想起させられました。

「百折不撓」・・・これまでも、そしてこれからも人生の教

訓です。

中村　ゆかり（昭和5５年卒）
同窓会共同幻想
昨年の学年同窓会では30年以上会ってないのに、変
わってないねえと言い合った感覚はとても不思議だっ
た。変わってないと言うほど近い存在だったのか、強烈な
記憶があったのか、過去に思いを馳せた。そして現在を
語り、同窓会は帰し方を振り返り行く末を見つめるよい
機会になりえた。あなたはどんな幻想の中を浮遊しました
か。

小池 基司
（昭和5５

年卒）

広告獲得
はある面む

きふむきも
あるので、

強制できる
ものではあ

り

ません。目
標と方向性

のみを提示
して、やる

気のある人
に気持ち

よく動いて
もらい、苦

手な人には
プレッシャ

ーをかけな
いことだけ

心がけまし
た。スタッフ

の中にはハ
ラハラして

いた人もい
たでしょう

が、みなさん
社会経験

豊富な方ば
かりですか

ら、自主性
にお任せ

するのが一
番と思いま

した。あっと
いう間に目

標を達成で
きたのも

賢いスタッ
フのおかげ

です。今だ
から白状し

ますけど僕
はとっても

営業が苦
手な人間で

す。僕がが
んばったと

思っている
人がいたら

勘違いです
から。すべて

スタッフの
おかげです

。

堀居 真大
（平成２年

卒）

準備はいろ
いろたいへ

んでしたが
、多くの懐

かしい友人

と会うこと
ができて、

とても得難
い経験でし

た。２０年ぶ
り

の人もいた
りしましたが

、みんな変
わってない

ことに驚き
。

もっとも、会
って名前を

聞いても誰
だかわから

ないという

人もいまし
たが…。同

級生も５００
人いると、さ

すがに全員

覚えてない
もんね。

丹羽 啓二（昭和5５年卒）
３年間男子クラス、部活も柔道部（途中退部）で、
色気のない３年間の高校生活ではあったが、高校
生活を岐高で過ごしたことは、いろんな面で想い出
深いものになっています。また、息子も岐高でお世
話になったこともあり、創立１４０周年同窓会総会
の運営委員として、微力ながら協力させていただき
ます。

小川 浩志（昭和5５年卒）子供も高校や成人し、世代の交代を感じる、また一年一

年を大切に過ごさなくてはならない年齢にもなりました。

140年の歴史ある岐阜高校の同窓会開催の役員とし

て懐かしい再会と歓談を楽しみに、県外ながら参加させ

て頂きます

河合 秀樹（平成２年卒）
今回、広告部の一員として微力ながらお手伝いさ
せていただきました。諸先輩方のお力もお借りして
無事に大役を務めあげることができ、とても感謝し
ております。その中で、岐阜高校の歴史の重さや結
束の強さを改めて感じることができ、また、伝統と誇
りを次世代に伝えていかなければならないという使
命感を抱きました。ありがとうございました。

伊藤 俊哉
（昭和4５

年卒）

同窓会の
事務局を引

き受けて、
今までな

かなか会え
なかった同

級生と会え
て、うれ

しく思って
います。
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安田 章男（昭和5５年卒）
思い起こせば、10年前の総会会報に「世界で活躍する
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前帰国し、10年後の今回、縁有って今度は同窓会総
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岐阜高校の卒業生であることを想起させられました。
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昨年の学年同窓会では30年以上会ってないのに、変
わってないねえと言い合った感覚はとても不思議だっ
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記憶があったのか、過去に思いを馳せた。そして現在を
語り、同窓会は帰し方を振り返り行く末を見つめるよい
機会になりえた。あなたはどんな幻想の中を浮遊しました
か。
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丹羽 啓二（昭和5５年卒）
３年間男子クラス、部活も柔道部（途中退部）で、
色気のない３年間の高校生活ではあったが、高校
生活を岐高で過ごしたことは、いろんな面で想い出
深いものになっています。また、息子も岐高でお世
話になったこともあり、創立１４０周年同窓会総会
の運営委員として、微力ながら協力させていただき
ます。

小川 浩志（昭和5５年卒）子供も高校や成人し、世代の交代を感じる、また一年一

年を大切に過ごさなくてはならない年齢にもなりました。

140年の歴史ある岐阜高校の同窓会開催の役員とし

て懐かしい再会と歓談を楽しみに、県外ながら参加させ

て頂きます

河合 秀樹（平成２年卒）
今回、広告部の一員として微力ながらお手伝いさ
せていただきました。諸先輩方のお力もお借りして
無事に大役を務めあげることができ、とても感謝し
ております。その中で、岐阜高校の歴史の重さや結
束の強さを改めて感じることができ、また、伝統と誇
りを次世代に伝えていかなければならないという使
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足立 和弘（昭和4５年卒）
還暦を迎え、過去の生き方を振り返り、新
たなる希望を持って生きたい。

大野 弘一
（昭和４５

年卒）

１０年前に
実行副委

員長を務め
ました。今

年は休ま

せてもらお
うと思いま

したが、最
後の担当

年度、や

はり自分の
岐高への

思い出を作
りたくて、部

長を引

き受けまし
た。次年度

の皆さんも
思いで作り

のため、

是非役を引
き受けてく

ださい。

高牟礼 寛（昭和４５年卒）
同窓の突然の訃報に驚いています。昨年も同業の
同輩を喪いました。思えば高校時代は坂の上の雲
ならぬ人生の坂の上にある何かしらに向かって急
な坂を駆け上がっていた日々。今人生の下り坂にさ
しかかり、これからはあちらこちら寄り道をしながら
ゆっくりと下って行ければと思う今日この頃。三村
文三君のご冥福を祈ります。

平塚 法夫（昭和４５年卒）
岐高の教育は社会に出るとわかる。要領が悪く、社
会、組織とうまくやれない。自分が正しいと自信満々
で人に説教するタイプが多い。しかし、能力がある
ので、曲がりなりにも、実力で60才までやってこれ
る。もちろん、自分に自信があるから決して回りの空
気を読んではいない。うまく立ち回ればもっと楽によ
い人生を送れたかもしれない人が多い気もする。

谷口 豊樹（平成２年卒）
懐かしい友人と久しぶりに会い、語らう。旧友のが
んばっている姿をみると、抱えていた悩みも大したこ
とではなくなってしまう．．．。今回、思いがけない偶
然により、同窓会を手伝うこととなりましたが、おか
げで、たくさんの元気を頂きました。本当にありがとう
ございました。

平松万人、佐伯淑子、
平工弥生、藤井孝司、柳原伸司
（昭和5５年卒）
Ｓ５５年卒の学年同窓会を企画した１組の運営委
員から口説かれ、芋づる式に広がった８組のメン
バー。運営委員会では、面識がなかった同級生と
も親交が深まりました。総会では、旧交を温めると
ともに、交流が広がるよう、多くの人に参加を呼び
かけます。

西脇 明美
（昭和４５

年卒）

修学旅行
の入浴中

、海にアザ
ラシが泳い

でいると

思ったら、
実は・・・、

という思い
出がありま

す。秋の

海でした。
今回、泳い

でいた人と
出会えまし

た！何十

年ぶりかに
「真相」が

分かりまし
た。

小塚永子、石田祥子、大熊理佳代

（昭和5５年卒）学年同窓会に参加したことから運営委員になり、１回目

の打ち合わせに心細い気持ちで参加すると、そこには温

かさがあり、絆を感じました。慌ただしい毎日の中で高校

時代を思い出すことなどなかった私達にとって、今回の

お手伝いは貴重なものとなりました。いつも暖かく接して

頂いた他の運営委員の方たちには本当に感謝していま

す。同級生の皆様のご健康とご多幸をお祈りします。

斎田 裕明
（昭和4５

年卒）

久しぶりに
皆さんにお

会いしまし
たが、思っ

たより若
し々くて素敵

でした。

加納 正博（昭和5５年卒）
名門！岐阜高校。　学生時代には、英単語のテスト
あるいは英文解釈の「山貞」による問題に備えて、よ
く勉強していました。卒業後も、英語の勉強を継続し
ていて、さまざまな教材に取り組み能力開発を図って
います。また、英会話のサークル活動をしつつ、生活
の中のルーチンに、英語の学習を取り入れて、語学
の楽しみを味わう気持ちを大切にしています。

在京動員部
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動員部

足立 和弘（昭和4５年卒）
還暦を迎え、過去の生き方を振り返り、新
たなる希望を持って生きたい。

大野 弘一
（昭和４５

年卒）

１０年前に
実行副委

員長を務め
ました。今

年は休ま

せてもらお
うと思いま

したが、最
後の担当

年度、や

はり自分の
岐高への

思い出を作
りたくて、部

長を引

き受けまし
た。次年度

の皆さんも
思いで作り

のため、

是非役を引
き受けてく

ださい。

高牟礼 寛（昭和４５年卒）
同窓の突然の訃報に驚いています。昨年も同業の
同輩を喪いました。思えば高校時代は坂の上の雲
ならぬ人生の坂の上にある何かしらに向かって急
な坂を駆け上がっていた日々。今人生の下り坂にさ
しかかり、これからはあちらこちら寄り道をしながら
ゆっくりと下って行ければと思う今日この頃。三村
文三君のご冥福を祈ります。

平塚 法夫（昭和４５年卒）
岐高の教育は社会に出るとわかる。要領が悪く、社
会、組織とうまくやれない。自分が正しいと自信満々
で人に説教するタイプが多い。しかし、能力がある
ので、曲がりなりにも、実力で60才までやってこれ
る。もちろん、自分に自信があるから決して回りの空
気を読んではいない。うまく立ち回ればもっと楽によ
い人生を送れたかもしれない人が多い気もする。

谷口 豊樹（平成２年卒）
懐かしい友人と久しぶりに会い、語らう。旧友のが
んばっている姿をみると、抱えていた悩みも大したこ
とではなくなってしまう．．．。今回、思いがけない偶
然により、同窓会を手伝うこととなりましたが、おか
げで、たくさんの元気を頂きました。本当にありがとう
ございました。

平松万人、佐伯淑子、
平工弥生、藤井孝司、柳原伸司
（昭和5５年卒）
Ｓ５５年卒の学年同窓会を企画した１組の運営委
員から口説かれ、芋づる式に広がった８組のメン
バー。運営委員会では、面識がなかった同級生と
も親交が深まりました。総会では、旧交を温めると
ともに、交流が広がるよう、多くの人に参加を呼び
かけます。

西脇 明美
（昭和４５

年卒）

修学旅行
の入浴中

、海にアザ
ラシが泳い

でいると

思ったら、
実は・・・、

という思い
出がありま

す。秋の

海でした。
今回、泳い

でいた人と
出会えまし

た！何十

年ぶりかに
「真相」が

分かりまし
た。

小塚永子、石田祥子、大熊理佳代

（昭和5５年卒）学年同窓会に参加したことから運営委員になり、１回目

の打ち合わせに心細い気持ちで参加すると、そこには温

かさがあり、絆を感じました。慌ただしい毎日の中で高校

時代を思い出すことなどなかった私達にとって、今回の

お手伝いは貴重なものとなりました。いつも暖かく接して

頂いた他の運営委員の方たちには本当に感謝していま

す。同級生の皆様のご健康とご多幸をお祈りします。

斎田 裕明
（昭和4５

年卒）

久しぶりに
皆さんにお

会いしまし
たが、思っ

たより若
し々くて素敵

でした。

加納 正博（昭和5５年卒）
名門！岐阜高校。　学生時代には、英単語のテスト
あるいは英文解釈の「山貞」による問題に備えて、よ
く勉強していました。卒業後も、英語の勉強を継続し
ていて、さまざまな教材に取り組み能力開発を図って
います。また、英会話のサークル活動をしつつ、生活
の中のルーチンに、英語の学習を取り入れて、語学
の楽しみを味わう気持ちを大切にしています。

在京動員部
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会報部

小池 肇子（昭和4５年卒）
４５年卒の皆様のご協力に感謝！！です。３回
目の、これで最後の「会報部」でした。

渡邉 泰
治（昭和

4５年卒
）

盛り上
げましょ

う！

林 隆之（昭和5５年卒）
卒業から三十有余年、昨年初めて同窓
会総会に出席した。今までは開催案内を
開封もしないでいたのに、なぜか気になり
参加した。私もそんな歳になったのか…同
席した同級生は初対面のようでもあり懐
かしくもあった。初めて出席したのにそんな
感じがせず、これが岐高の歴史であり魅
力なのかと感じた。この会の運営に参加
できたことに感謝したい。

宮本 健也（平成２年卒）
平成２年に卒業後、20年以上岐阜を離れて北海
道から九州まで転 と々していましたが、たまたま一昨
年から地元（名古屋）での勤務となり、不十分なが
ら今年の同窓会の運営を手伝わせていただいてい
ます。平凡な役所勤めですが、仕事を進めて行く上
でも、人とのつながりの重要性を認識することが多
く、今年の同窓会を機に多くの方 と々のつながりを
大事にし、自分の財産としていきたいと思います。
今後ともよろしくお願いします。

小木曽 ようこ（平成２年卒）
一昨年度の夏、甲子園出場校の監督となった同
級生の応援にいきました。仲間がつくって持ち込ん
だ横断幕には、「百折不撓」の文字。私たちは、こ
の言葉でつながっていると実感しました。年月が
たっても変わらない友情とさらに深まる母校の誇り。
岐高に行ってよかったなあ。

汲田  大（平成２年卒）連絡先不明になっているクラスメートの
所在探しに大変苦労した、というよりほと
んど成果が上がらなかった。大学卒業後
すぐに岐阜に戻りながら、高校時代の人
間関係を大事にしてこなかったツケが
回ってきた。卒業当時は他の人の受験
校や合否、進学先を尋ねることは「詮
索」になると思ってよしとしなかったことを
覚えているが、もう少しは他者に関心を
持っても良かったんじゃないかと今となっ
ては思う。

野々村 克宏（昭和5５年卒）
会報部の担当として微力ながら運営
委員に参加させていただき、同級生
や他学年の運営委員の方と関わっ
て貴重な体験ができたことに感謝し
ています。また、原稿依頼をするな
か、岐高の卒業生の方が様々な分
野の第一線で活躍されていることを
改めて実感しました。

加藤 由紀子（昭和４５年卒）
今ならできる、今なら楽しい、今だからできる、今だ
から楽しい・・・そんなことが見つかると、本来の仕
事を忘れてしまって・・・・。私たちの年代は、まだま
だ遊び時です。ちょっと健康を考えながらではあり
ますが。
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平成25年度　同窓会総会運営委員名簿

昭和４５年卒　幸脇　直人

委員長

副委員長

副委員長

副委員長

事務局長

総務部

財務部

監査

会報部

広告部

会場部

動員部

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

矢島潤一郎

小木曾和夫

中西　謙司

西澤　征平

伊藤　俊哉

昭和４５年卒

昭和４５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

国島真希子

垣見　吉彦

古田　直樹

金子慶太郎

板倉　裕子

加納　正博

小椋　圭吾

亀山　弘

高井　博文

小林　美穂

小池　秀男

小池　肇子

林　　隆之

宮本　健也

小木曽ようこ

加藤　陽司

伊藤　俊哉

丹羽　啓二

前川　博行

武藤　啓介

中村ゆかり

西澤　征平

山下　玲子

田代　陽子

岩田　仁

今井　祥子

川村　真理

尾藤　智子

石神　鉄也

大野　弘一

足立　和弘

後藤　正

平塚　法夫

平松　万人

佐伯　淑子

山﨑　千里

脇田　昌也

平岡ひろ子

河村　吉範

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和４５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

平成２年卒

平成２年卒

アトラクション担当

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

在京動員部

愛知県担当

松野　雅俊

加藤　純大

村瀬　正樹

井上　尚美

佐伯　淑子

加藤由紀子

野々村克宏

汲田　大

市川　明子

小椋　圭吾

塚原　隆司

小川　浩志

村瀬　正樹

河合　秀樹

石槫　昌樹

須田　敦子

中西　謙司

飯沼　宣樹

乙部理佳代

渡辺　祐子

鈴木　紀子

野川　秀利

大澤　輝芳

高牟礼 寛

八木　宗彦

平工　弥生

岩田　節子

森　　一九

柳原　伸司

渡辺佐世子

長谷　元治

昭和４５年卒

平 成２年 卒

昭和５５年卒

平 成２年 卒

昭和５５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

平 成２年 卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平 成２年 卒

平 成２年 卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平 成２年 卒

平 成２年 卒

　 　

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平 成２年 卒

内藤　曜

西澤　征平

篠田　俊彦

渡邉　泰治

高橋久美子

宇土　一成

大野　弘一

小池　基司

小島　敦

朝居　康浩

安田　章男

堀居　真大

祖父江和子

松井　康司

横山　宏彰

笠原　千嗣

伴　　尚美

足立　政治

斎田　裕明

児玉　清和

田中　康司

高井美千代

石垣　敦子

藤井　孝司

中村ゆかり

小塚　永子

谷口　豊樹

堀場　一彦

昭和５５年卒

平成２年卒

昭和５５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

平成２年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

昭和５５年卒

平成２年卒

平成２年卒

昭和４５年卒

昭和５５年卒
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▽
広
告
ご
協
賛
の

　
　
　
　
　御

　礼

　平
成
二
十
五
年
度
岐
阜
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
の
開
催
に
伴
う
会
報
の

発
行
に
際
し
、
広
告
の
ご
協
賛
を
賜

り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　な
お
、
ご
紹
介
順
序
は
会
報
の
構

成
上
原
則
的
に
順
不
同
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
何
卒
ご
了
解
下
さ
い
ま
す

様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。平

成
二
十
五
年
六
月
九
日

岐
阜
県
立
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会

平
成
二
十
五
年
度
総
会
運
営
委
員
会

運
営
委
員
長

　
　矢
島
潤
一
郎

　
平
成
二
十
五
年
度
岐
阜
高
等
学
校
同
窓
会「
会
報
」を
お
届
け
し
ま
す
。こ
の
会
報
誌
編
集
に
あ
たって
は
、巻
頭
挨
拶
文

を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
、恩
師
や
同
窓
生
、母
校
事
務
局
の
先
生
方
な
ど
、多
く
の
皆
様
に
多
大
の
ご
協
力
、ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
報
に
載
せ
る「
新
校
舎
」記
事
の
取
材
の
た
め
、何
十
年
ぶ
り
か
で
母
校
を
訪
れ
ま
し
た
。一昨
年
に
完
成
し
た
新
校
舎
、昨

年
完
成
し
た
体
育
館・武
道
館
、今
年
の
三
月
に
は
校
舎
前
の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
も
完
成
し
、正
門
も
変
わ
り
、通
学
し
た
当
時
の

「
岐
高
」の
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
の一角
に
あ
った「
ガ
リ
レ
オ
像
」、テ
ニス
コ
ー
ト
の
ま
わ
り
の
植
え
込
み
、

グ
ラ
ン
ド
の
バック
ネ
ッ
ト（
と
そ
の
向
こ
う
の
堤
防
）ぐ
ら
い
し
か
見
覚
え
の
あ
る
も
の
は
残
って
い
な
い
、と
い
う
感
じ
で
し
た
。し

か
し
、斬
新
な
校
舎
の
窓
か
ら
見
え
る
金
華
山
の
姿
は
往
事
の
ま
ま
で
、授
業
中
ぼ
ん
や
り
と
眺
め
て
い
た
あ
の
頃
を
思
い
出
さ

せ
て
く
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、部
活
動
中
の
岐
高
生
が
着
用
し
て
い
る
の
は
、あ
の
頃
の
自
分
が
着
て
い
た
の
と
同
じ
制
服
。そ
の

姿
に
、同
じ
学
校
に
通
った
こ
と
が
あ
る
、と
い
う
だ
け
のつ
な
が
り
の「
同
窓
会
」の
持
つ
意
味
を
感
じ
た一日
で
し
た
。も
ち
ろ
ん

後
輩
が
つ
け
て
い
た
の
は
、見
慣
れ
た
桜
の
校
章
で
し
た
。

　
岐
阜
高
校
の
校
章
が
現
在
の
も
の
と
なった
の
は
昭
和
二
十
三
年
だ
そ
う
で
す
が
、桜
花
は
岐
阜
中
学
以
来
の
伝
統
。 「
華

陽
の
健
児
」の「
華
」の
象
徴
と
し
て
桜
花
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　「 

さ
ま
ざ
ま
の
　
こ
と
思
ひ
出
す
　
桜
か
な 

」

と
い
う
芭
蕉
の
句
が
あ
り
ま
す
。久
し
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
って
き
た
芭
蕉
が
、亡
旧
主
の
庭
先
に
、昔
と
変
わ
ら
ず
咲
く
桜
を
見

て
詠
ん
だ
句
だ
と
か
。年
々
歳
々
同
じ
よ
う
に
咲
く
桜
が
、逆
に
変
わって
し
まった
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
思
い
出
さ
せ
る
、そ
ん
な

意
で
し
ょ
う
が
、同
じ
桜
を
見
て
も
、見
る
人
に
よって
思
い
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
、と
い
う
意
も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。小
さ

な
桜
の
校
章
に
寄
せ
る
思
い
も
、そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。こ
の
校
章
を
つ
け
て
通
学
し
た
、と
い
う
共
通
点
で
つ
な

が
る
も
の
た
ち
が
集
う
同
窓
会
。今
年
母
校
は
創
立
百
四
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
会
報
編
集
は
、幹
事
学
年
で
あ
る
昭
和
四
十
五
年
、五
十
五
年
、平
成
二
年
卒
の
委
員
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。不
行
き
届

き
の
点
が
多
々
あ
り
、多
く
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、母
校
の
益
々
の
発
展
と
、同
窓
生
各
位
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
、結
び
の
言
葉
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

同
窓
会
総
会
運
営
委
員
会

　会
報
部
一
同

編

集

後

記

172

 




